
■概要

Japan Brand Design Competition
『キッズデザインを商品化する』
子どもを育む環境を、より安全で豊かなものにする商品の提案

（社）日本金型工業会（JaDMA）と（公社）日本インダストリアルデザイ
ナー協会（JIDA）は、日本の金型業界ひいては日本の製造業を活性化す
るための共同事業として、日本ならではの商品を日本国内で開発・製造
し、世界に販売していくことを目的とした商品化コンペを行います。
第１回テーマは『キッズデザイン』を取り上げ、子どもの事故や障害を未
然に防ぎ、子どもを育む環境をより安心で豊かなものにする商品アイデ
アの提案を期待しています。『キッズデザイン』の考え方に合い、且つ意
匠性・機能性・新規性・社会有用性などを考慮した提案を行ってくだ
さい。子どもが使う製品だけではなく、一般向け、大人向けであっても子
どもへの配慮や工夫がある商品アイデアの提案を広く募集します。

『キッズデザイン』の考え方や事故事例については下記のウェブサイト
を参照ください。
キッズデザインの輪・・・・・・・　　
キッズデザイン協議会・・・・・・・・　
キッズデザイン賞・・・・・・

http://www.kd-wa-meti.com
http://www.kidsdesign.jp

http://www.kidsdesignaward.jp

■主催

■共催

■後援

■賞と賞金

グランプリ（１点）・・・・・・・・・・・・・・・・・
準グランプリ（１点）・・・・・・・・・・・・・・・・
特別賞（点数未定）・・・・・・・・・・・・・・・・・

経済産業省、（独）産業技術総合研究所、（公財）日本デザイン振興会、
（NPO）キッズデザイン協議会、日本デザイン学会、日本経済新聞、
日経デザイン

賞金５０万円
賞金３０万円
賞金１０万円

公益社団法人日本インダストリアルデザイナー協会



Japan Brand Design Competition
テーマ：『キッズデザインを商品化する』子どもを育む環境を、より安全で豊かなものにする商品の提案

従来の製品よりキッズデザインの思想を具現化した考案であり、家庭日
用品、文具など身の回りの道具類、知育玩具などの分野で、下記の条件を
満たすもの。
1. 電気やガスなどの燃料、動力を使用しないもの。
2. サイズと重さの目安としては、大人一人が持てる程度のもの。
3. 商品化を前提とし、量産化が可能な提案。
4. 国内外での既発表・未発表を問わない。
5. 他人の権利を侵害するものでないこと。 

■審査委員

２０１２年１０月１日 (月 )
 ２０１２年１０月１９日（金）18:00 ～ 20:00

会場：六本木 JIDA事務局
２０１３年１月１５日（火）
２０１３年 1月３１日（木）

メールにて告知予定
２０１３年 3月２３日（土）14:30 ～ 16:30

会場：ミッドタウン リエゾンセンター

1.

2.
3.

4.

■募集提案の範囲

■応募対象者

■日程

■応募方法

JIDA ホームページより Japan Brand Design Competition ウェ
ブサイトにアクセス、ウェブサイト内登録フォームに記入。
受付シリアル番号・ログイン ID・パスワードをメールにて受信。
ウェブサイトより応募フォーマット（PDF) をダウンロードし、受付シ
リアル番号と作品名を指定位置に記入、作品画像等をレイアウトし、全
体を JPGデータ化。（A3サイズ、原寸 200dpi 相当）
応募先ウェブサイトにアクセスし、ログイン ID・パスワードを入力し、
JPGデータをアップロード。

1. JIDA 正会員、準会員、学生会員、賛助企業所属デザイナー個人。
2. JIDA 会員以外の一般デザイナー、その他、年齢や所属を問いません。

募集開始・・・・・・・・・・・・・・・
説明会・・・・・・・・

応募締切・・・・・・・・・・・・・・・・
１次審査発表・・・・・・・・・・・・・・

結果発表（表彰式）  ・・・・

JaDMA ジャパンブランド新商品開発分科会の参加企業が共同出資設立した
企業が、商品化から品質管理・販売までを、担当します。
1.

2.

■審査のポイント

■お問い合わせ・応募先

■作品の商品化

■知的財産・工業所有権

■キッズデザイン賞応募への優遇

入賞作品は、製品化された後、キッズデザイン賞の一次審査が免除されます。

過去の子どもの事故やけが等の情報に基づき、解決策を提案する。
子どもの創造性や感性を育み、五感や身体を使う遊びや学びを促す。
子どもの身体寸法、行動特性、心理・発達特性等の子どもならではの
特徴を活かした提案である。
出産・育児をより安全に楽しく行なうための、子育て支援を提案する。
一般向け、大人向けであっても子どもへの配慮や工夫がある。

グランプリと準グランプリ作品は商品化を前提とした交渉に移行、その他
全ての応募作品は、金型工業会・会員企業の商品化検討対象となります。金
型工業会は商品化に向けての優先交渉権を得るものとし、その期限は、審査
発表日から６ヶ月間とします。
作品の商品化については、優先交渉権をもつ企業と個々の応募者間におい
て、その内容や対価・権利の帰属などを協議し、個別の契約を締結すること
ができます。　

応募作品の「産業財産権」および「その登録を受ける権利」は、応募者に帰属しま
す。  「産業財産権」とは、特許権、実用新案権、意匠権、商標権などを言い、その独
占的権利の出願手続きは応募者ご自身にて実施することをお勧めします。

・
・
・

・
・
上記いずれかの条件を満たしていること。

公益社団法人 日本インダストリアルデザイナー協会　事務局内
Japan Brand Design Competition 事務局
106-0032 東京都港区六本木5-17-1 AXIS ビル 4階
Tel 03-3587-6391 / Fax 03-3587-6393
URL：http://www.jida.or.jp/　　 E-mail：compe.sec@jida.or.jp

樫山 剛士
（社）日本金型工業会
東部支部理事　
ジャパンブランド新商品開発分科会

下川　一哉
（株）日系BP
日経デザイン
編集長

高橋　義則
（NPO）キッズデザイン協議会
理事

金井 宏水
（公社）日本インダストリアル
デザイナー協会
理事　

中野 誠
（社）日本金型工業会
東部支部理事　
ジャパンブランド新商品開発分科会

山中　敏正
日本デザイン学会
会長　

西田　佳史
（独）産業技術総合研究所
デジタルヒューマン工学研究センター

経済産業省
商務情報政策局
クリエイティブ産業課
デザイン政策室

浅香 嵩 （審査委員長）
（公社）日本インダストリアル
デザイナー協会
理事長

小泉 秀樹 （副審査委員長）
（社）日本金型工業会
本部理事
ジャパンブランド新商品開発分科会

経済産業省
商務情報政策局
クリエイティブ産業課
デザイン政策室




